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【背景】 

１９９３年に Jリーグが開幕してから今年で２０年の

節目を迎えたが、数多くの外国籍選手が活躍してきた。

外国選手について、１９９３年から２０１１年までの間

には１１４２件の選手登録があり、選手数は約２倍にな

った。Jリーグで７年間プレイし続けたストイコビッチ

氏は「知名度のある選手たちが果たした役割は大きく、

各クラブだけでなくリーグ全体の宣伝に大きく貢献し

た」と述べている。 

外国籍選手の登録枠については、開幕から２００９年

までは各クラブ３名以内となっていた。しかし、同年に

AFC加盟国選手の選手登録枠（アジア枠）が設けられ、

従来の３名枠に加えてアジア枠の選手を１名まで登録お

よび試合エントリーが可能となった。さらに、２０１３

年新たに Jリーグ提携国枠（仮称）が設けられ、従来の

３名枠に加えて Jリーグ提携国の国籍を有する選手を２

名まで登録および試合エントリーが可能となった。これ

ら外国籍選手枠の導入の目的は Jリーグのゲームレベル

の向上やアジア地域における新たな事業可能性の開拓、

アジア地域との国際交流、貢献の推進である。 

 

【目的】 

これまで長期にわたって外国籍選手の変遷や傾向に

関する分析はなされてこなかったため、本研究では「J

リーグにおける外国籍選手の変遷と傾向を明らかにする

こと」を目的とした。 

 

【方法】 

J.LEAGUE YEAR BOOK2012(Jリーグ公式記録集 2012)を

用いて、１９９３年から２０１１年の間に選手登録され

ている外国籍選手の登録件数１１４２件を対象とした。

対象となる全選手の国籍・登録年月・抹消年月・ポジシ

ョンを抽出した上で、以下４項目の分析を行った。 

①出身国別の選手数 

②年度別の出身国 

③出身国別のポジション 

④選手の契約年数 

手法４では、１９９３年から２０１１年までの１８年間

を２つの期間にグループを分けて分析を行った。１９９

３年から２００２年までの期間をⅠ群、２００２年から

２０１１年までの期間をⅡ群とした。 

 

【結果】 

手法１より、出身国は全部で５８カ国であり、最も多

くの選手を輩出している国はブラジルで４８３名であっ

た。次いで、韓国が１０７名であった。手法２より、ブ

ラジル選手の登録件数は過去１８年間で増減を繰り返し

ており、韓国選手の登録件数は２００７年以降急増して

いることが分かった。手法３より、登録選手数が多かっ

た国は上位から順にブラジル、韓国、アルゼンチン、ク

ロアチア、オランダ、オーストラリア、ユーゴスラビア、

パラグアイ、チェコ、コロンビア、ドイツであった。ま

た、オーストラリアを除いた国では FWと MFの選手と契

約している割合が高いということが分かった。一方、オ

ーストラリアに関しては DF の選手と高い割合で契約し

ているという結果となった。手法４より、Ⅰ群

(1993~2002)に分けられた選手の平均契約年数はⅡ群

(2002~2011)に分けられた選手より０。２８年長い結果と

なった。 

 

【考察】 

J リーグに全５８カ国という多くの国々から選手が流

入していることから、現在の Jリーグは海外の選手から

見て魅力的な場であるということである。２００７年以

降、韓国選手の登録件数が急増した背景にはアジア枠の

影響を受けているということで間違いない。しかしなが

ら、一方でアジア枠が設けられたにも関わらず、韓国と

オーストラリアの二カ国しか入っていないという現状が

ある。Jクラブは FWの外国籍選手と多く契約する傾向が

あり、DFの選手との契約は少ない傾向があるということ

である。この傾向には二通りの見方が出来ると考えた。

１つは、クラブが多くの FWの外国籍選手と契約すること

が日本の FWの選手との競争を生み、技術力の向上に繋が

るので良いという見方である。もう１つは、日本人選手

の活躍の場を奪ってしまう可能性があるという悪い見方

である。外国籍選手の契約期間は短くなっている。さら

にこれは、海外からの選手は入れ替えが激しくなってき

た傾向にあると言い換えることが出来る。 


